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元和・寛永前期の三戸城
─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
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はじめに
盛岡藩では、 元和・寛永前期（一七世紀前半） 、 藩主南部利直（在位：
慶長四年〈一五九九〉～寛永九年〈一六三二〉 ）の時期に、居城を盛岡城（現岩手県盛岡市）から三戸城（現青森県三戸町）に移した。本稿は、この三戸城への移転の時期と、移転にともなう普請・作事 ついて解明することを目的とする。
三戸城への移転の理由について 近世の歴史書・系譜類は皆一様に、
盛岡城の周囲を流れ 中津川の大洪水・氾濫のためと記しており、信頼し得るも である。ただし、移転の年代については 「元和五年」「元和年中」 「寛永の始頃」 「寛永之頃」と一致しておらず、また移転前後の施工過程を全く記していない。
⑴研究史的にもほとんど未着手
である。
⑵
近世の歴史書・系譜類ではなく、同時代史料にもとづく分析が必要
であるが、当該期の政治史を明らかにしうる無年号の南部利直書状の年代比定は、ほとんど進んでいない。本 利直の居所（ 〔図１〕 ）
⑶
をもとに、利直書状の年代比定を行 ながら、以下、 普請、
移転年代、作事の順で論を進めていきたい。　　
一
　
元和期の普請
　　　
１
　
普請の開始
次の〔史料１〕は、南部利直が、江戸幕府将軍徳川秀忠に供奉して
上洛していた元和三年（一六一七）七月、国元の家臣に対して発したものである。〔史料１〕元和三年七月七日
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⑷
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〔史料２〕元和四年十二月三日
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⑸
　　　　
以上、
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を務めたと記されている。しかし、 『系胤譜考』などをもとに編纂された『参考諸家系図』は、 「元和元年」と年代を明記している。 「元和元年」としたのは、三戸城の「御鍬初ヲ勤 めた
「（元和元年）
此年」 、政辰が「不
慮ノ事アリ」 「自殺」したこと 政辰の嫡子政候が「元和元年、父夭死」して「失禄」した時、 「十三歳」であったという蛇沼家の伝承が根拠となっ いる。三戸城普請の「鍬初 元和元年に推定可能である。　　　
２
　
石垣普請
本節では、三戸城の「普請」の具体的内容と過程について明らかに
したい。〔史料３〕 「神氏系譜」
⑺
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勤候由申伝也、近年迄、石垣之内ニ切付有之シヲ、右石垣、土中へ埋り、近年見ヘスト、三戸御給人 老人ノ噺セシヨシ （後略）時期は未詳であるが、神房元は三戸城の「普請奉行 一人であっ
た。 「石垣之内ニ切付有之シ」とあるため、 「普請」とは石垣の築造のことで、石垣には自分が製造・運搬したことを示す「切付」 （刻印）が刻まれていた。〔史料４〕 （年未詳）八月二十日
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〔史料１〕は、元和三年七月、南部利直が家臣の中野正祖に対し、 「普請」のため三〇人を預けたものである。 『参考諸家系図』は右の史料を、 「御同心 十 御 面附御黒印」と記している。
⑹
〔史料２〕は、翌四年十二月、在国中 利直が発給したもので、 〔史料１〕と関連する。家臣田鎖吉綱（庄右衛門）に対 、
「（元和三・四年）
両年」の「三
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の「普請」とは「三戸御普請」のことで、中野氏は田鎖氏ら三〇人を配下（ 「同心」 ）に置き 元和三・ の 年間、普請を行なっていたことが判明する。
この「三戸御普請」について、 〔史料１〕 〔史料２〕からはその詳細
を知り得ない 、 『系胤譜考』は、円子儀親・岩館景吉が「三戸御城御普請奉行」に任命されたと記す。また、蛇沼政辰について、 元和ノ始、利
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仰付」 記す。この『系胤譜考』の記述 中野・田鎖両氏 事例を合せ考えれば、 「普請奉行」は同時期に複数名任命され、それぞれ三〇人を単位とする集団 配下（ 「同心」 ）に置いて、 三戸城の普請にあたっていたことが判明する。
なお、普請の始期について、蛇沼政辰が「元和ノ始 「御鍬初」
閏
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間、当月中
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右の史料は、 「来月ハ
壬（閏）
月
ニて候」とあるため、年代は元和六年
（一六二〇）である。元和六年十二月、 根城城主の八戸家（南部氏一族）では、当主清心尼の嫡女千代と聟養子の直義（弥六郎）が結婚し、直義が八戸家の当主の座につき、清心尼は隠居した。
⒁〔史料６〕はそ
の「祝言」に関するも で、この時期、利直は在国していた。
利直は清心尼に対し、 「当月中」に「
こ（爰元）
ゝもと
」へ「家」を移すこと
を指示するとともに、自分も「
お（御上）
うへ
」に「今夜
わ（移徙）
たまし
ニて候」と
伝えている。清心尼が利直 とへ「家」 移転を指示されていることと、貴人の居所を意味する「
お（御上）
うへ
」
⒂が「出来候」の文意とを合せ
考えれば、 「
お（御上）
うへ
」とは、居城に建造された利直の居所と判断できる。
なお、居城は、移転を意味する「わ
（移徙）
たまし」の文言から、慶長期以
来の居城である盛岡城は該当しない。三 城であることは確実で、居所の移徙は「今夜」 元和六年十二月二十一日であった。帰国した年に合せての移徙と考えられる。
この三戸城への移徙に先立ち、重臣の妻子を三戸城へ居住させるこ
とも進められていた。〔史料７〕元和七年五月二十八日
　
南部利直知行目録写
⒃
　　　　
遣
ス知行之事
　
四百五拾九石壱斗八升
　　　　　　　　　　　　
奥瀬城廻り
（中略）
右拾弐ヶ村、〆八百石、右之内、
申
（元和六年）
ノ年検地出分之新田四百石ハ、
去（元和五年）
々
年御上洛御供留守中
ニ、当城
ニ足
よ（弱）
わ
無如在詰、尤知行方始
末能仕、過分ひ
（開）
らきをも申付候付而、為加増被下候、 （中略）
元和七年　　
五月廿八日
　
利（南部）
直
　
御黒印
　　 　　　　　
奥瀬内
（直定）
蔵
右の史料は、利直が、 「
去（元和五年）
々年
」徳川秀忠の上洛供奉のため国元を
留守にしている間、奥瀬直定が「当城」に妻子を詰めたことを褒賞したものである。利直は 元和六年十二月に三戸城へ移徙しているため、〔史料７〕が記す「当城」とは三戸城のことである。
なお、 「当城」に「詰」めるという文言から、奥瀬氏妻子がいた場
所は城下ではなく、 三戸「城」内に所在していたことがわかる。元和・寛永前期の三戸城を記したとされる『二
（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之
図』 （ 〔図２〕 ）
⒄には、三戸城の東側に「奥瀬与七郎」
⒅の屋敷が描
かれている。搦手門（鍛冶屋御門）をおさえ 重要な場所であった。
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渡し可申候也、
　　　　　
元和六年正月十一日
　
猿
（南部利康）
（黒印）
	
浜田彦
（清春）
兵衛殿留守居
　　　
まず、 〔史料４〕の利直書状の年代比定を行なう。文中の「彦八郎」
とは、利直の四男利康の元服後の仮名である。幼名は「申千代」とされ、
⑽〔史料５〕の元和六年（一六二〇）一月（十四歳）まで幼名の
「猿」を自称していたことが確認される。元服と「彦八郎」への改称の年次は未詳であるが、 〔史料５〕以降であることは確実であるため、上限は元和六年となる。下限は、利康の没年である寛永八年（日付は十一月二十一日）である。〔史料４〕は、在国中の利直が家老毛馬内直次に対し、 「矢蔵」の作事とその土台となる「石垣」の普請について命じたものである。毛馬内氏が普請・作事を担当していた城郭は未詳であるが、利直は自ら現地に出向いて縄張（ 「
な（縄）
わ
を
は（張）
り」 ）を行ない、 「石垣」築造に関わる
「根石」 「土手」 「
く（栗）
り
石」 「
す（角）
ミ
石」 「
が（雁木）
んき
」について詳細な指示を
出していた。利直が、石垣普請に精通していたことは明らかである。「昨日、彦
（南部利康）
八郎申越候つる」とある通り、 〔史料４〕前日の八月十九
日、利直のもとには利康から 「此方に知行之有者共、爰元之普請させ候間
い（急）
そき参候へ」という要請が届いた。後述するように、 元和・
寛永前期の利康の居所は三戸城であるため、 「此方」とは三戸 「爰
元」とは三戸城と考えられる。利直は、これを受けて毛馬内氏に対し、「石垣」普請のため派遣していた三戸の給人（ 「此方に知行之有者」 ）と「百人組 らを、利康のもとへ返すよう命じている。
なお、 「百人組」とは、石垣築造のために編成された一〇〇人単位
の集団と考えられる。
⑾利直は、年未詳八月七日付書状
⑿で四戸
久（直武）
助
らに対し、城郭は未詳であるが 「鉄炮者」を使役しての「
わ（割）
り
石」
の運搬と、 「し
（修羅）
ゆら」の製造を命じている。 「し
（修羅）
ゆら」で「わ
（割）
り石」を
運ぶ「鉄炮者」 （鉄炮足軽）が、 「百人組」に編成されていた可能性がある。
元和・寛永前期、盛岡藩領の各地で石垣普請が行なわれ、これに給
人や「百人組」らを派遣し合うシステムが構築されていた。毛馬内氏が担当していた城郭は未詳であるものの、そこ 用いられていた石垣の築造技術と普請集団が、三戸城 石垣普請に用いられていたことは確実である。石垣 は組織的に実行されており の中心に 石垣普請に精通す 南部利直がいた。　　
二
　
元和六年の三戸城移徙
　　　
１
　「おうへ」への移徙
〔史料６〕元和六年十二月二十一日
　
南部利直書状
⒀
御文并
中（政常）
館
殿使者
ニ給候
ゑ（縁辺）
んへん
之事、
ま（満足）
んそく
之由尤
ニ候、いか
にも
か（軽々）
る〳〵
と祝言尤
ニ候、
よ（他所）
所
かましく不入事
ニ候、昨日御越候
ハんと御こ
（拵）
しらへ候由にて、た
（樽）
る一か
（荷）
、か
（鰈）
れい十、も
（餅）
ち、い
（色々）
ろ〳〵
ま（満足）
んそく
申候、祝言済候て、早々御越候へく候、来月ハ
壬（閏）
月
ニて候
四
間、当月中
ニこ（爰元）
ゝもと家移御させ候へく候、我々もお
（御上）
うへ出来候て、
今夜わ
（移徙）
たまし
ニて候、恐々謹言、
　　　　　
十（元和六年）
二月廿一日
　
利（南部）
直（黒印）
「■
（奥ウワ書）
　　
八戸
　　　
か（清心尼）
ミ
　
御返事
　
」
右の史料は、 「来月ハ
壬（閏）
月
ニて候」とあるため、年代は元和六年
（一六二〇）である。元和六年十二月、 根城城主の八戸家（南部氏一族）では、当主清心尼の嫡女千代と聟養子の直義（弥六郎）が結婚し、直義が八戸家の当主の座につき、清心尼は隠居した。
⒁〔史料６〕はそ
の「祝言」に関するも で、この時期、利直は在国していた。
利直は清心尼に対し、 「当月中」に「
こ（爰元）
ゝもと
」へ「家」を移すこと
を指示するとともに、自分も「
お（御上）
うへ
」に「今夜
わ（移徙）
たまし
ニて候」と
伝えている。清心尼が利直 とへ「家」 移転を指示されていることと、貴人の居所を意味する「
お（御上）
うへ
」
⒂が「出来候」の文意とを合せ
考えれば、 「
お（御上）
うへ
」とは、居城に建造された利直の居所と判断できる。
なお、居城は、移転を意味する「わ
（移徙）
たまし」の文言から、慶長期以
来の居城である盛岡城は該当しない。三 城であることは確実で、居所の移徙は「今夜」 元和六年十二月二十一日であった。帰国した年に合せての移徙と考えられる。
この三戸城への移徙に先立ち、重臣の妻子を三戸城へ居住させるこ
とも進められていた。〔史料７〕元和七年五月二十八日
　
南部利直知行目録写
⒃
　　　　
遣
ス知行之事
　
四百五拾九石壱斗八升
　　　　　　　　　　　　
奥瀬城廻り
（中略）
右拾弐ヶ村、〆八百石、右之内、
申
（元和六年）
ノ年検地出分之新田四百石ハ、
去（元和五年）
々
年御上洛御供留守中
ニ、当城
ニ足
よ（弱）
わ
無如在詰、尤知行方始
末能仕、過分ひ
（開）
らきをも申付候付而、為加増被下候、 （中略）
元和七年　　
五月廿八日
　
利（南部）
直
　
御黒印
　　 　　　　　
奥瀬内
（直定）
蔵
右の史料は、利直が、 「
去（元和五年）
々年
」徳川秀忠の上洛供奉のため国元を
留守にしている間、奥瀬直定が「当城」に妻子を詰めたことを褒賞したものである。利直は 元和六年十二月に三戸城へ移徙しているため、〔史料７〕が記す「当城」とは三戸城のことである。
なお、 「当城」に「詰」めるという文言から、奥瀬氏妻子がいた場
所は城下ではなく、 三戸「城」内に所在していたことがわかる。元和・寛永前期の三戸城を記したとされる『二
（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之
図』 （ 〔図２〕 ）
⒄には、三戸城の東側に「奥瀬与七郎」
⒅の屋敷が描
かれている。搦手門（鍛冶屋御門）をおさえ 重要な場所であった。
五
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
当の家老（年寄）野田直盛
に提出した「
き（擬宝珠）
ほうし
地金」八個分の
請取状および鋳造仕上覚である。 「三戸
　
御城大手口御城ノ下御橋ノ
き（擬宝珠）
ほうし」の記述から、三戸城の表門（ 「綱御門」 ）が「大手」と呼称
されていたこと、また擬宝珠が三戸城下の黄金橋に設置するものであったことが判明する。利直が三戸城に居城を移したことを示す、記念碑的工芸品であろう。〔史料９〕元和九年五月
　
三戸黄金橋擬宝珠銘

　　
三戸之町
　　
木（黄）
金橋
　　
元和九年
癸
亥
　
　　
五月吉日
　　
造畢
　　
源朝臣
　　
利（南部）
直代
右の史料は、擬宝珠の銘文で、元和九年五月に黄金橋が完成したこ
とが判明する。　　
三
　
元和期の作事
〔史料
10〕元和七年三月一日
　
南部利直書状写

　　　　　　　　　　
（尚々書、省略）
き（昨日）
のふ
ハ、
弥（八戸直義）
六郎
と（殿）
の
ニ御
ふ（文）
ミ
ま（満足）
んそく
申候、今度ハ
い（色々）
ろ〳〵
御
ち（馳走）
さう
大せい
ニて
ざ（造作）
うさ
共
ニて候つる、今日進上之御馬共
の（上）
ほ
せ申
候、明日・明後日ハ、
こ（爰元）
ゝもと
作事共申付、四日
ニ五戸へ新田まて
越候ハんと存候、其より市川をか
（駆）
けま
（廻）
わし候て、それへ参事も可有
候、又七戸まておしま
（廻）
わし候て、
も（戻）
とりさ
（様）
ま
ニよ（寄）
り候事も候ハん哉、
道の有や
（様）
う
ニよ（寄）
り可申候、大か
（方）
たハ参可申候、恐々謹言、
　　　　　
三（元和七年）
月一日（黒
（南部利直）
印影）
　
例利直様ノ丸御判也
　　
八（清心尼）
戸かミ
　 　
御返事
右の史料は、元和七年（一六二一）と推定される清心尼宛の利直書
状である。利直は在国中で、翌日の三月二日か三日（ 「明日・明後日」 ）に「こ
（爰元）
ゝもと」の「作事」を指示した後、同四日に五戸の新田村（現
五戸町）ま 鷹狩りに行くと報じている。一日で新田村に移動でき、かつ「作事」を命じる「こ
（爰元）
ゝもと」とは、三戸城のことであろう。移
徙後、三戸城が居所となっていたこ と、 「普請」から「作事」に移行したことが確認される。〔史料
11〕元和九年四月十三日
　
南部利直書状

「■
（端裏ウワ書）
　　　　　　　　　　　　　
三戸より
　　　
（墨引）
　　　
八（清心尼）
戸かミ
　　　
と（南部利直）
し直
　 　　　　　　　　　　
御返事
　　　　　
」
　　
	 な（尚々）
を〳〵
、
い（色々）
ろ
〳〵
ま（満足）
んそく
申候、我々上りノ事ハ、いま〳〵
何共不申候、以上、
御文、
こ（殊）
と
に
ゑ（鱏）
い
一つ、
か（鰈）
れい
十、ゑのわ十、
い（色々）
ろ
〳〵
給、
ま（満足）
んそく
申候、
彦（南部政直）
九郎、昨日状
こ（越）
し申候、近日
ニ御暇出候ハん様
ニ
申越候まゝ、ま
（満足）
んそく
ニ候、恐々謹言、
　　　　　
卯（元和九年）
月十三日
まず、右の利直書状の年代比定を行なう。宛所の清心尼が、利直書
七
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
　　　
２
　
黄金橋の擬宝珠
三戸城下には、水濠の役割を果たす熊原川が流れている。次の元和
七年（一六二一）の史料は、この熊原川に架かる黄金橋の欄干に設置された擬宝珠に関するものである。〔史料８〕元和七年八月十四日
　
鬼柳義満覚
⒆
　　　　
き（擬宝珠）
ほうし地金請取申覚
（欠損）
年六月廿六日
　
一、四拾貫目
　　　
此御代物数九拾九貫五百文
　
同日
　
一、三拾弐貫目
　　
か（唐金）
らかね地金
　
但
弥八郎蔵
ニ被指置候地金
　
二口
　 　
合七拾弐貫目
　　 　
右之地金
ニて、き
（擬宝珠）
ほうしい
（鋳）
申候覚
　
一、き
（擬宝珠）
ほうし八ッ
　
	 此か
（金）
ね目、 五拾四貫百六拾目、
但
き（擬宝珠）
ほうし壱ッ
ニ付、六貫七百目・八百目宛、但三戸
　
御城
大手口御坂ノ下御橋ノき
（擬宝珠）
ほうし
　
一、ふ
（吹屑）
きくす
　　　
六貫四百目
　
一、せ
（銑屑）
んくす
　　
壱貫四百 拾
　　 　
〆七貫八百四拾目、返上申候、
　　
	 右、七拾弐貫目ノ内
ニて、
へ（減）
り目拾貫目御座候、
但
き（擬宝珠）
ほうし三ッ
ハ平左衛門・又五郎、 又五ッハ忠兵衛・与七郎・采女仕上申候、以上、
　　　　
元和七年
　 　
八月十四日
　　　　　　　　　
鬼柳蔵
（義満）
人（黒印）
　　
　　
野田内
（直盛）
匠様
右の史料は、道・橋の普請に精通していた鬼柳義満
⒇が、財政担
〔図２〕三戸城図　　　　
（ 『二
（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之図』三戸町、一部加筆）
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何共不申候、以上、
御文、
こ（殊）
と
に
ゑ（鱏）
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こ（越）
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ニ
申越候まゝ、ま
（満足）
んそく
ニ候、恐々謹言、
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月十三日
まず、右の利直書状の年代比定を行なう。宛所の清心尼が、利直書
七
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
月上旬頃まで江戸に在府し、同月中旬頃に江戸を発ち、帰国の途についたと推定される。 〔史料
13〕の「路次中、無事
ニ供成候や」は、八
戸直義が「さる」 （南部利康）の帰国に供奉したことを示している。また「今日盛岡へ可着と思候、三戸へ着候とも、無弓
（油）
断城へ出、奉公
尤候」の部分からは、盛岡が帰路の通過点で 最終到着地が「三戸」であったこと、利康の居所が三戸「城」であったこ が判明する。　　
四
　
寛永前期の作事
　　　
１
　
寛永三年の広間・櫓の作事
〔史料
14〕寛永三年二月二十五日
　
南部利康黒印状

　
	 大
（槌）土之
者、三戸へ飛脚
ニ参候、如在成、遅ク帰候
ニ付而、科代四匁
取上候、請取候也、
　　　　 　
寛永三年二月廿五日
　（黒
（南部利康）
印）
	
	
浜田彦
（清春）
兵衛
　　　　
	
長瀬六右衛門
　　　
右の史料は、寛永三年（一六二六） 、上洛のため江戸在府中の利直
に代わり、留守居の利康が、閉伊郡大槌城代浜田・長瀬両氏に対して発給した黒印状である。大槌のものが、飛脚として三戸まで派遣されたものの、勤務怠慢のため科料を徴収したこ を伝えている。寛永三年時、利康が三戸城に在城し、政務 執っていたことが判明する。『二（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之図』 （ 〔図２〕 ）には、 「彦七郎」の屋
敷が描かれている。〔史料
15〕寛永三年五月八日
　
南部利直書状写

端午之為祝儀、
廿（四月）
日
之状、長二郎、三日之昼参着、具
ニ披見候、
白鳥三ツ、鶴弐ツ、鱒之塩引三拾、色々目出度、喜
ニ候、
（中略）
一、
弥（八戸直義）
六郎・
隼（七戸直時）
人、其外弓・錆之者、六具、昼前
ニ参候、路銭之渡
し様、何も
情（精）
入、能しわけ
ニ候、金五箱、弐箱
隼（七戸直時）
人、三箱
弥（八戸直義）
六郎
持参候、 （中略）先度之五十五枚八匁弐分と、今度之にて爰許を出候て、京にし
（暫）
はらくい
（居）
候共、一月・二月之間ハ可有候、 （中略）
一、大工喜兵衛
ニ廿（四月）
一
日之状、五日之晩参候、其元ノ作事之様子聞
候而、又今度広間之材木、や
（櫓）
くらの材木、指図をなさせ 伊
（石井直弥）
賀と
ひとつ
ニ可下候、夏中
ニ材木とらせへく候、喜兵衛
ニ路銭弐匁出
候由、尤
ニ候、
（中略）
　　　　　
五（寛永三年）
月八日
　
利（南部）
直（花押影）
　　
彦（南部利康）
八郎殿
　　
	 尚々、 （中略）土
も（盛）
り
の下より
ひ（東直次）
かし
殿清水の下まて四十五
間とり候
よ（由）
し、是も見事
ニ可有候、来年二月・三月にて済候
ハんと喜
ニ候、我等
く（下）
た
り候ての慰
ニ、来春
し（仕上）
あけ
可見候、
半九郎・新六
ニ角石わ
（割）
らせへきよ
（由）
し、尤
ニ候、 （後略）
右の史料によれば、利康が四月二十日に国元から発した「端午之為
祝儀」の書状（ 「廿日之状」 ）が、五月三日昼前に利直のもとに届いている。また「爰許を出候て、京にし
（暫）
はらくい
（居）
候」とあるため、利直は
「爰元」から「京」に出立予定であった。国元から約二週間の距離、「京」に対する「爰元 の表記、以上から利直の居所は江戸で、上洛
九
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
状で「八戸かミ」と表記されるようになるのは、隠居した元和六年十二月以後である。また、利直の次男南部政直（ 「彦九郎」 ）の没年は、寛永元年（一六二四）十月二十三日である。こ ため、年代は、元和七年から寛永元年の間となる。なお、尚々書 「我々上りノ事ハ、いま〳〵何共不申候」と、利直の江戸参府が近いことを示す記載がある。元和七年から寛永元年の間で、利直の江戸参府は元和九年しかないため、 年代は元和九年となる。端裏ウワ書からは 利直の居所が、 「三戸」城であったことが判明する。〔史料
12〕元和九年五月七日
　
南部利直書状写

端午之為祝儀と使者、殊砂金五匁、さ
（栄螺）
ゝい廿、満足に候、此方仕合
よく候間、可心安候、
彦（南部利康）
八郎
も近日下候、其方煩心
な（長）
か
く思候て、
ゆる〳〵と養生尤候、恐々謹言、　　　　　
五（元和九年）
月七日
　
利（南部）
直
　
御黒印
　　
南遠
（直義）
江殿
〔史料
13〕元和九年六月七日
　
南部利直書状

　　　　
	 尚々、路次と
（通）
おり、何方田地よく候や、路次〳〵の様子を
も具
ニ返事
ニ被申越へく候、
ろ（路次）
し
ニて
け（喧嘩）
んくわ
なともなく、
無何事下候や 無心元候、八戸郷廻山は
（林）
やしき
（切）
りあ
（荒）
らし候
間、左様之段よく可申付候、い
（隠居）
んきよのとき、仕置よく候
間、其段よく候、以上、
路次中、無事
ニ供成候や、今日盛岡へ可着と思候、三戸へ着候とも、
無
弓（油）
断城へ出、奉公尤候、少も如在気
ニてハ不可然候、知行も
ち（近）
か
く候間、
さ（南部利康）
る
ニ暇を乞候て、
さ（細々）
い〳〵参候て、田地見はからい尤候、
（中略）秋ハ対馬
む（向）
かふ
より
せ（堰）
き
を田地よく候ハヽ、
ほ（掘）
り尤候、
さ（左）
候へハ、な
（長苗代）
かなわしろ、上ノや
（谷地）
ちひ
（稗）
へ田
ニ成候、 （中略）恐々謹言、
　　　　　
六（元和九年）
月七日
　
利（南部）
直（黒印）
　　
八戸弥
（直義）
六郎殿
〔史料
12〕の利直書状の年代は、利康の仮名「彦八郎」が記されてい
るため、元和六年一月以降のものである。また、南直義の没年は寛永三年八月八日であるため、年代は元和六年から寛永三年の間となる。なお、南氏がわざわざ使者を派遣していること、また「彦
（南部利康）
八郎も近日
下候」と利康の帰国が予定されていることから、当時利直・利康父子はともに国元不在で、江戸在府中であった が推定される。元和七年から寛永三年の間で、五月に利直が国元不在、在府した時期は、和九 と寛永三年であるが 利康は寛永二年十二月二十五日から同三年二月二十五日まで在国が確認されるため、
元和九年に比定される。
この〔史料
12〕と関連するのが、 〔史料
13〕の利直書状である。年
代は、清心尼が「い
（隠居）
んきよ」と記されているため、元和七年以降とな
る。また 「
な（長苗代）
かなわしろ
」は八戸の地名であるため、八戸直義が遠
野への知行替えを命じられた寛永四年三月
の前年（寛永三年）まで
となる。なお、尚々書で「無何事下候や」と記しているため、利直は江戸在府中で、八戸直義は帰国途中であった。元和七年から寛永三年の間、利直の在府は元和九年と寛永三年 る。ただし、寛永三年六月から同十月頃まで、八戸直義は利直とともに徳川秀忠・家光に供奉して上洛しているため、
元和九年に比定される。
〔史料
12〕に「彦
（南部利康）
八郎も近日下候」とあるため、利康は、元和九年五
八
月上旬頃まで江戸に在府し、同月中旬頃に江戸を発ち、帰国の途についたと推定される。 〔史料
13〕の「路次中、無事
ニ供成候や」は、八
戸直義が「さる」 （南部利康）の帰国に供奉したことを示している。また「今日盛岡へ可着と思候、三戸へ着候とも、無弓
（油）
断城へ出、奉公
尤候」の部分からは、盛岡が帰路の通過点で 最終到着地が「三戸」であったこと、利康の居所が三戸「城」であったこ が判明する。　　
四
　
寛永前期の作事
　　　
１
　
寛永三年の広間・櫓の作事
〔史料
14〕寛永三年二月二十五日
　
南部利康黒印状

　
	 大
（槌）土之
者、三戸へ飛脚
ニ参候、如在成、遅ク帰候
ニ付而、科代四匁
取上候、請取候也、
　　　　 　
寛永三年二月廿五日
　（黒
（南部利康）
印）
	
	
浜田彦
（清春）
兵衛
　　　　
	
長瀬六右衛門
　　　
右の史料は、寛永三年（一六二六） 、上洛のため江戸在府中の利直
に代わり、留守居の利康が、閉伊郡大槌城代浜田・長瀬両氏に対して発給した黒印状である。大槌のものが、飛脚として三戸まで派遣されたものの、勤務怠慢のため科料を徴収したこ を伝えている。寛永三年時、利康が三戸城に在城し、政務 執っていたことが判明する。『二（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之図』 （ 〔図２〕 ）には、 「彦七郎」の屋
敷が描かれている。〔史料
15〕寛永三年五月八日
　
南部利直書状写

端午之為祝儀、
廿（四月）
日
之状、長二郎、三日之昼参着、具
ニ披見候、
白鳥三ツ、鶴弐ツ、鱒之塩引三拾、色々目出度、喜
ニ候、
（中略）
一、
弥（八戸直義）
六郎・
隼（七戸直時）
人、其外弓・錆之者、六具、昼前
ニ参候、路銭之渡
し様、何も
情（精）
入、能しわけ
ニ候、金五箱、弐箱
隼（七戸直時）
人、三箱
弥（八戸直義）
六郎
持参候、 （中略）先度之五十五枚八匁弐分と、今度之にて爰許を出候て、京にし
（暫）
はらくい
（居）
候共、一月・二月之間ハ可有候、 （中略）
一、大工喜兵衛
ニ廿（四月）
一
日之状、五日之晩参候、其元ノ作事之様子聞
候而、又今度広間之材木、や
（櫓）
くらの材木、指図をなさせ 伊
（石井直弥）
賀と
ひとつ
ニ可下候、夏中
ニ材木とらせへく候、喜兵衛
ニ路銭弐匁出
候由、尤
ニ候、
（中略）
　　　　　
五（寛永三年）
月八日
　
利（南部）
直（花押影）
　　
彦（南部利康）
八郎殿
　　
	 尚々、 （中略）土
も（盛）
り
の下より
ひ（東直次）
かし
殿清水の下まて四十五
間とり候
よ（由）
し、是も見事
ニ可有候、来年二月・三月にて済候
ハんと喜
ニ候、我等
く（下）
た
り候ての慰
ニ、来春
し（仕上）
あけ
可見候、
半九郎・新六
ニ角石わ
（割）
らせへきよ
（由）
し、尤
ニ候、 （後略）
右の史料によれば、利康が四月二十日に国元から発した「端午之為
祝儀」の書状（ 「廿日之状」 ）が、五月三日昼前に利直のもとに届いている。また「爰許を出候て、京にし
（暫）
はらくい
（居）
候」とあるため、利直は
「爰元」から「京」に出立予定であった。国元から約二週間の距離、「京」に対する「爰元 の表記、以上から利直の居所は江戸で、上洛
九
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
〔図３〕三戸城の本丸　　　　
（ 『二
（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之図』三戸町、部分）
〔図４〕三戸城の東氏屋敷下の「清水」　　　　
（ 『三戸御古城之図』もりおか歴史文化館所蔵、部分）
一一
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
のための参府であった。
年代は、 「
彦（南部利康）
八郎
」宛であるため、元和六年以降のものである。こ
の元和六年から利直没年の寛永九年八月までの間、利直の上洛は、元和九年と寛永三年である。また、 「
弥（八戸直義）
六郎・
隼（七戸直時）
人、其外弓・錆之者、
六具、昼前
ニ参候」とあるため、八戸直義は五月七日の昼前に江戸に
到着し、その後、上洛している。
〔史料
12〕 〔史料
13〕から判明し
たように、元和九年五月中旬頃から同六月上旬の間、利康と直義はともに江戸からの帰国途中である 、元和九年はあてはまらない。年代は、寛永三年となる。〔史料
15〕で重要な部分は、 「大工喜兵衛」以下の一文である。喜兵
衛は、国元から利康の書状（ 「廿
（四月）
一日之状」 ）をもたらした。内容は「其
元ノ作事之様子」 、つまり利康が関与していた「作事」の進捗状況であった。喜兵衛が江戸へ直接派遣された は 大工としてこ 「作事」の中心にいたためであろう。 「其元」とは、 寛永三 二月末（ 〔史料
14〕 ）
に利康の三戸在城が確認されるため、三戸城である。
なお、大工喜兵衛は江戸参着直後、家老の石井直弥とともに折り
返し帰国を命じられた。この時 利直 喜兵衛に対し 「広間」と「や（櫓）
くら
」の材木について指示しているため、利直が「作事」につい
て指示し、これを三戸城にいる利康が受理して 大工 喜兵衛に施工させる、という手続きが判明する 『
二（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之
図』 （ 〔図３〕 ）によれば、本丸の北西部に「御広間」が描かれている。
尚々書には、 「土も
（盛）
りの下よりひ
（東直次）
かし殿清水」が記されている。 『二
（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之図』 描かれた「東彦左衛門」
の屋敷
の下にある「清水」のことであろう（ 〔図２〕 〔図４〕 ） 。寛永三年五月時点で東氏の屋敷とそ 南側の「土
も（盛）
り
｣ （土塁）が、三戸城内に
設けられていたことが判明する。また、 「清水」は、 「
ひ（東直次）
かし
殿清水」
の表記か 東氏の所有になるもので、 「我等
く（下）
た
り候ての慰
ニ、来春
し（仕上）
あけ可見候」とあるため、造成中であった。尚々書にはまた、 「半九郎・新六
ニ角石
わ（割）
ら
せへき
よ（由）
し、尤
ニ候」
と記されている。尚々書 みの記載であることから、この「角石」は補充のものであった可能性がある。〔史料
16〕寛永三年六月二十六日
　
南部利直書状写

（前略）
一、 （中略）昨日も
　
御（徳川秀忠）
前
へ出候、御
き（機嫌）
けん
よく御咄候て、其元
ひ（雲雀）
はり
大キかと御尋被成候間、
ひ（雲雀）
はり
ハ
た（沢山）
くさん
御座候へとも、
草ふ
（深）
か
ニて、数を合せ申事、不罷成由申上候、 （中略）
一、黒田右
（忠之）
衛門佐、先度何も御暇之時分、暇被下候て、ちと跡より
被上候、何哉らん、御尋之事候て、有馬之
ゆ（湯）
ニ被居候を召候由候
て、夜夜
ニ五日
ニ一
昨（ママ）
々被下候、大船を
こ（拵）
しら
へ候て迎
ニ大坂川
口ま 参由、御耳
ニ立由候、其
ニか（限）
き
らす、
親（黒田長政）
父
ニハ
ち（違）
か
い、ち
とうつけ
ニ候間、久敷ハ国をハ御預ヶ被成ましきと我等も見及候、
（中略）
一、廿日ノ日入時分より俄
ニ大雨
ふ（降）
り出、風も
ふ（吹）
き、
神（雷）
なり
なり候
つる、近年不覚ほと
ニ候、其元も左様
ニ候哉、其雨
ニつれ候て、
先年伏見
ニ者唐人の参候時、
ふ（降）
り候様成し
（白）
ろき毛ふ
（降）
り候、長さ五、
六寸之月毛馬の
か（頭）
しら
のことく
ニ候、先年
ふ（降）
り候よりハ、
こ（殊）
と
の
一〇
〔図３〕三戸城の本丸　　　　
（ 『二
（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之図』三戸町、部分）
〔図４〕三戸城の東氏屋敷下の「清水」　　　　
（ 『三戸御古城之図』もりおか歴史文化館所蔵、部分）
一一
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
〔史料
18〕寛永六年十二月十三日
　
南部利直伝馬手形

　　　
以上、
　
三戸へ大
（梅内大蔵院）
蔵帰し候間、伝馬弐疋、如此書付之出し可申候也、
　
寛永六年　　
極月十三日（黒
（南部利直）
印）
　　 　　　　　　　　　　　　　　　
花巻
　　
郡山
　　 　　
盛岡
　　 　　 　 　　　　
沼宮内
　　 　　
一戸
　　 　　
福岡
　　 　　
金田市
　　
以上、
右の史料は、 「帰し」という文言から、利直がこの伝馬手形の発給
時、 盛岡藩領最南端の支城である花巻城におり、 そこから大蔵院を「三戸」に帰したことがわかる。
八日前の寛永六年十二月五日、利直は大蔵院に対して、居所の三戸
梅内村において知行を給与してい ため、
同日までの在国が確かめ
られる。また、翌七年三月六日の江戸在府が確認されるため、
同年
一月か二月の江戸参府が推定される。寛永六年十二月五日当時、利直は三戸城におり、その後まもなくして江戸参府のため大蔵院を伴って三戸城を出立、花巻城に到着後の同十三日に大蔵院を三戸に帰し、自らは江 に上って二月上旬頃に参着 以上のことが〔史料
18〕から読
み取ることができる。寛永六年の在国時、利直が、三戸城を居所にしていたことが判明する。　　　
３
　
寛永七年の「御すへ」
〔史料
19〕寛永七年三月二十九日
　
南部利直書状写

　　　
	 尚々 、 （中略）其方事、 二
ニよう〳 三〵
戸（カ）
へ下り、
む（娘方）
すめかたへも出、
ふ（不断）
たん御す
（末）
へ
ニ居候て、御さ
（寂）
ひしき時ハ、
う（歌
た
ひ
な（慰）
くさ
め申
よ（由）
し
喜
ニ候、 （中略）此方
お（御上）
うへ
へ正月之
元日
ゆ（祝）
わ
い
ニこ（越）
へ候、其後四日
ニ山（南部重直）
しろ
な（内儀）
い義、礼
ニ被越、
それ
ニあ（会）
ひ
ニお（御上）
うへ
へ越候、其後今
ニお（御上）
うへ
へも不越候、 （中
略）已上、
十五日之文、廿七日食
す（過）
き
ニ参候、 （中略）
ひ（姫子）
めこ、二月十二日
ニ
そ（其元）
こもと
へ下り、十五日
ニあ（会）
ひ、御
さ（寂）
ひし
く候
と（時）
き
ハ、御
す（末）
へ
ニて
う（歌）
た
ひ
な（慰）
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め申
よ（由）
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よ（喜）
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ひ
ニ候、
ふ（福岡）
くおか
のかゝも、正月
す（末）
へ
其元へ参候
よ（由）
し、
よ（良）
き事
ニ候、
た（鷹野）
かの
ニゆる〳〵と居候処
ニ、
わ（若狭）
かさ
の御
ぜ（前）
ん
様御
は（果）
て候
ニ付て、
に（俄）
わか
ニか（帰）
へ
り候、それ
ニ付
而、昨日迄御し
（城）
ろへ之出仕もなく候へ而、昨日御本丸へ御め
（目見）
ミへな
く候、明日者、 に
（西）
しノ丸お
（表）
もてへな
（成）
らせられへきとい
（言）
ひ候、左候
ハゝ彦
（南部利康）
八郎御い
（暇）
とま時分次第、申く
（下）
たすへく候、 （中略）
　　　　　
三（寛永七年）
月廿九日
　
と（南部利直）
し直
　　
おちかたへ
右の利直書状の年代は 「
た（鷹野）
かの
ニゆる〳〵と居候処
ニ、
わ（若狭）
かさ
の
御
ぜ（前）
ん
様御
は（果）
て候
ニ付て、
に（俄）
わか
ニか（帰）
へ
り候」の部分により比定でき
一三
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
外
し（白）
ろ
く候、先年伏見
ニてハ、
ミ（磨）
か
き
す（砂）
な
ノ様成土に
ま（混）
し
り
ふ（降）
り
候、今度ハ雨
ニつれ
ふ（降）
り申候、先年之ハ、おうは御覚可有候、よ
き時分
ニ下候て、満足候、恐々謹言、
　　　　　
六（寛永三年）
月廿六日
　
利（南部）
直（花押影）
　　 　
彦（南部利康）
八郎殿
　　
	 尚々、 （中略）作事
な（何程）
にほと
出来候や、
せ（精）
い
を入候へと可申
候、 （中略）当年ハ、
か（雁）
ん・
か（鴨）
も、
は（早）
や
く可参と昨日
　
上（徳川秀忠）
様
御意 其こ
（如）
とく申候、 （後略）
右の書状の年代は、 「黒田
右（忠之）
衛門佐
」の「大船」建造に関する部分
により比定可能である。 『黒田続家譜』
寛永二年条は、次のように
記す。
忠（黒田）
之
ハ
去（寛永元年）
年
より在江戸にて、
今（寛永二年）
年
御暇給ハり帰国し給ふ、其迎船と
して鳳凰丸を留守より大坂へ遣す 此船さほとの大船にあらされとも、其制作すこし華美にして、人の目
た（立）
つへかりしにや、大坂の御船
奉行小濱
民（光隆）
部少輔
、是を見
と（咎）
かめ
て非常なる大船の
よ（由）
し
、こと〳〵
しく江戸へ言上す、 （中略）
忠（黒田）
之
ハ江戸より帰向し、此時既に摂州
にいたり給ふ、かねて江戸におゐて上意をう
（伺）
かゝひて御ゆ
（許）
るしを蒙
り、湯治の為に有馬に趣かれしかとも、彼地にて鳳凰丸御と
（咎）
かめの
由を聞 上意にそ
（背）
むかん事をは
（憚）
ゝかり、早速大坂に立返り、路次を
い（急）
そき江戸に至り、其罪なき由を謝し奉らる、
右の福岡藩主黒田忠之の大船の件は、 〔史料
16〕の「黒田右
（忠之）
衛門佐」
の「大船」に関する内容と一致する。また、 「昨日も
　
御（徳川秀忠）
前
へ出候」
「昨日
　
上（徳川秀忠）
様御意候」と、利直の国元不在が確認されるとともに、 「先
年」 「伏見」で雨に混じって降った白い毛よりも、 「今度」の毛が白いと比較しているため、京都あるいは伏見滞在が判明する。黒田忠之「大船」建造の件は、翌寛永三年、利直が徳川秀忠に供奉して上洛中に入手した情報であろう。 〔史料
16〕は、寛永三年に比定される。
史料には、 「作事
な（何程）
にほと
出来候や、
せ（精）
い
を入候へと可申候」と記
されている。寛永三年五月、大工喜兵衛が指示を受けた「広間」と「や（櫓）
くら」の作事を督励したものであろう。
　　　
２
　
寛永五年の門の作事
次の史料は、寛永五年（一六二八） 、江戸在府中の利直に代わり、
留守居の利康が発給したものである。〔史料
17〕寛永五年三月六日
　
南部利康黒印状

一
	 、五拾本
　
御門戸
（扉）
ひら、長サ弐間、は
（幅）
ゝ五寸四方、栗、一、拾五
本
　
た（垂）
る
木、長サ弐間壱尺、末口壱尺廻り、松、
　
〆六拾五本、
今日中
ニ早々取上可申候也、
　　　　　
寛永五年三月六日（黒
（南部利康）
印）
	
野田掃
（直親）
部助
　　　
利康は、財政を担当する野田直親に対して、 「御門
戸（扉）
ひら
」の材木
と「
た（垂）
る
木」の調達を命じている。 「御門」の文言と、元和期以来、
利康の居所が三戸城であることを合せ考えれば、 「御門」とは三戸城の門と判断される。五〇本という数量の多さ、幅五寸四方の栗材、また屋根の製作に用いられる「た
（垂）
る木」を「御門」の用材とすれば、場
所は未詳であるものの、三戸城内の「御門」の建造と考えられる。
一二
〔史料
18〕寛永六年十二月十三日
　
南部利直伝馬手形

　　　
以上、
　
三戸へ大
（梅内大蔵院）
蔵帰し候間、伝馬弐疋、如此書付之出し可申候也、
　
寛永六年　　
極月十三日（黒
（南部利直）
印）
　　 　　　　　　　　　　　　　　　
花巻
　　
郡山
　　 　　
盛岡
　　 　　 　 　　　　
沼宮内
　　 　　
一戸
　　 　　
福岡
　　 　　
金田市
　　
以上、
右の史料は、 「帰し」という文言から、利直がこの伝馬手形の発給
時、 盛岡藩領最南端の支城である花巻城におり、 そこから大蔵院を「三戸」に帰したことがわかる。
八日前の寛永六年十二月五日、利直は大蔵院に対して、居所の三戸
梅内村において知行を給与してい ため、
同日までの在国が確かめ
られる。また、翌七年三月六日の江戸在府が確認されるため、
同年
一月か二月の江戸参府が推定される。寛永六年十二月五日当時、利直は三戸城におり、その後まもなくして江戸参府のため大蔵院を伴って三戸城を出立、花巻城に到着後の同十三日に大蔵院を三戸に帰し、自らは江 に上って二月上旬頃に参着 以上のことが〔史料
18〕から読
み取ることができる。寛永六年の在国時、利直が、三戸城を居所にしていたことが判明する。　　　
３
　
寛永七年の「御すへ」
〔史料
19〕寛永七年三月二十九日
　
南部利直書状写

　　　
	 尚々 、 （中略）其方事、 二
ニよう〳 三〵
戸（カ）
へ下り、
む（娘方）
すめかたへも出、
ふ（不断）
たん御す
（末）
へ
ニ居候て、御さ
（寂）
ひしき時ハ、
う（歌
た
ひ
な（慰）
くさ
め申
よ（由）
し
喜
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それ
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ニ、
わ（若狭）
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ぜ（前）
ん
様御
は（果）
て候
ニ付て、
に（俄）
わか
ニか（帰）
へ
り候、それ
ニ付
而、昨日迄御し
（城）
ろへ之出仕もなく候へ而、昨日御本丸へ御め
（目見）
ミへな
く候、明日者、 に
（西）
しノ丸お
（表）
もてへな
（成）
らせられへきとい
（言）
ひ候、左候
ハゝ彦
（南部利康）
八郎御い
（暇）
とま時分次第、申く
（下）
たすへく候、 （中略）
　　　　　
三（寛永七年）
月廿九日
　
と（南部利直）
し直
　　
おちかたへ
右の利直書状の年代は 「
た（鷹野）
かの
ニゆる〳〵と居候処
ニ、
わ（若狭）
かさ
の
御
ぜ（前）
ん
様御
は（果）
て候
ニ付て、
に（俄）
わか
ニか（帰）
へ
り候」の部分により比定でき
一三
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
め、触れることができなかった。今後の課題としたい。
三戸城跡は、平成十六年（二〇〇四）度から三戸町教育委員会によ
り本格的な学術調査が始められ、
平成二十九年（二〇一七）度には
国史跡指定へ向けて「三戸城跡保存整備検討委員会」が設置されたこの取り組みのなかで、重臣屋敷や「本丸」等の発掘が行なわれ、また「大御門」の礎石・石垣 「谷丸」付近の石垣など、大きな発見が相次いでいる。今後は、こうした考古学上の成果と歴史学を結合させた分析が望まれ〔注〕⑴
　
「元和五年」説は『盛岡砂子』 （ 『南部叢書（一） 』歴史図書社、一九七〇年、三八五～三八六頁） 、 「岩手県立図書館所蔵」 『宝譜伝萬茎』 、 「元和年中」説は「新田恵美子氏所蔵」 『新田家伝記』 （ 『青森県史
　
資料編
　
中世１
　
南部氏関係資料』青森県、
二〇〇四年、四八四、 三〇八頁、以下同書は『青森県史
　
中世１』と略記） 、 「寛永
の始頃」説は「もりおか歴史文化館所蔵」 『三戸御古城之図』 （ 『青森県史
　
中世１』
口絵写真） 、 「寛永之頃」説は『郷村古實見聞記』 （ 『南部叢 四一九七一年、一一二頁） 。
⑵
　
三戸城への移転については、 利直が在城したと推定される元和６年～９年
（１６２０～２３）のころ」 （小井田幸哉『三戸城
　
改訂版』三戸町観光協会、初版
一九六五年、一二頁） 「元和年中（一六一五─二四）の盛岡の水害時には当城が時居城となり（盛岡砂子） 、寛永初 頃にも居 として使わ た」 （ 『日本歴史地名大系２
　
青森県の地名』平凡社、一九八二年、六一頁）と、記述されてきた。近世の
歴史書にもとづく推定で、現段階でも近世三戸城 対する認識 、こ 段階にとどまっている。
⑶
　
〔図１〕の出典は、以下の通りである。 『岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』 （岩手県教育委員
会、一九八二年） 、 『新訂増補
　
國史大系
　
第三十九巻
　
徳川實紀
　
第二篇』 （吉川
弘文館 六四年） 、 「岩手県立図書館所蔵」 『宝翰類聚』 （ 『青森県史
　
中世１』 ） 、
『青森県史
　
資料編
　
近世１
　
近世北奥の成立と北方世界』 （青森県、二〇〇一年） 、
「もりおか歴 文化館所蔵」 『系胤譜考』 、 『新編八戸市史
　
中世資料編』 （八戸市、
二〇一四年、以下『新編八戸市史』と略記） 、 『新訂
　
本光國師日記』 （第三～六、続
群書類従完成会 一九六八～一九七一年） 、 『南部藩
　
参考諸家系図』 （第一～五巻、
国書刊行会、一九八四～一九八五年） 、 『大日本近世史料
　
細川家史料一』 （東京大学
史料編纂所、一九六九年） 、 『聞老遺事』 （ 『南部叢書（二） 』歴史図書社、一九七〇年） 。
⑷
　
『宝翰類聚』 （ 『青森県史
　
中世１』六七五―一〇三） 。なお、本稿で用いる同書所収
史料の様式・文字については、すべて原本の写真で校正した。
⑸
　
『系胤譜考』 。
⑹
　
『南部藩
　
参考諸家系図
　
第一巻』一九二頁。
⑺
　
「神武男氏所蔵文書」 （ 『岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』一〇七） 。
⑻
　
「もりおか歴史文化館所蔵」 （ 『岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』二八三） 。なお、様式・文字
については、同書の巻末掲載写真により校正した。
⑼
　
「岩手大学附属図書館 ・浜田文 」 。
⑽
　
『南部藩
　
参考諸家系図
　
第一巻』三三二頁、 『陸奥盛岡南部家譜』 （東京大学史料
編纂所所蔵）など。な 、利直は書状で、利康の幼名を「さる」と記している。
⑾
　
慶長十一年（一六〇六）の江戸普請時の石垣築造 ついて、 「百人持之石」が記されている（ 『史籍雑纂
　
當代記』続群書類従完成会、一九九五年、九五頁） 。
⑿
　
「四戸久助氏所蔵文書」 （ 『岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』二七九） 。なお、本史料は、「も
りおか歴史文化館所蔵」 （ 『國統大年普』 ）で校正した。
⒀
　
「南部光徹氏所蔵文書」 『新編八戸市史』八七六） 。
⒁
　
『新編八戸市史
　
通史編Ⅰ
　
原始・古代・中世』 （八戸市、二〇一五年、第四章〈筆
者執筆担当〉 ）五〇六～五〇八頁。
⒂
　
後掲〔史料
19〕寛永七年三月二十九日・南部利直書状写の尚々書によれば、利直の嫡
子として当時江戸在府中の南部重直（山城守 の居所が 「おうへ」と記されている。
⒃
　
『系胤譜考』 。
⒄
　
「三戸町所蔵」 。本絵図に描かれ 三戸城内の屋敷割は、近年の同城跡 発掘や現地調査の結果、かなり正確なものであることが実証されている（ 三戸町埋蔵文化財調査報告書
　
第
13集
　
三戸城跡
　
―平成
16～
25年度
　
調査報告―』三戸町教育委
員会、二〇一四年） 。
⒅
　
元和・寛永前期の奥瀬家の当主は、 〔史料７〕の宛 「奥瀬内 直定）であり、「与七郎」は直定の前当主重賢に比定される（ 『南部藩
　
参考諸家系図
　
第一巻』
三九六～三九七頁） 。本絵図に記されている人名（仮名）は、不正確なものと考えられる。
一五
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
る。金地院崇伝の日記『本光國師日記』寛永七年三月四日条には「戌之刻、若狭之姫君様、御遠行」 、同三月十四日条には「若狭之御前様御葬礼、小石川於伝通院有之、同日午時、諷経
ニ御越候也」と記され
ている。 「若狭之御前様」とは、徳川秀忠の四女初のことで、京極忠高（若狭守）の正妻となり、寛永七年三月四日に没した。
〔史料
19〕が記す「
わ（若狭）
かさ
の御
ぜ（前）
ん
様」とは、 『本光國師日記』が記す「若
狭之御前様」 （初 その人である。『本光國師日記』寛永七年三月六日条に、 「南部
信（利直）
濃
殿、馬場より四
月（日）
之日付
ニて状来、 （中略）
若（京極忠高）
州御前様之義申遺ス」とある。在府の
利直は、馬場で鷹狩りの最中に、金地院崇伝の書状で初の死を知ったことになる。 〔史料
19〕の年代は、寛永七年である。
宛所の「おち」とは、利直の親族と推定される。 「
彦（南部利康）
八郎
御
い（暇）
とま
時分次第、申
く（下）
た
すへく候」と、三戸城を居所とする南部利康が江
戸から帰国する旨を報じているため、 「おち」は当時三戸城に滞在中であった考えられ 。城内には彼女らが「御
さ（寂）
ひ
し
き時ハ、
う（歌）
た
ひ
な（慰）
くさめ」る、おそらく女性だけが出入りする「御す
（末）
へ」があったこ
とがわかる。 『二
（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之図』 （ 〔図３〕 ）には、本
丸に「御末」が描かれている。　　
まとめ
本稿は、居城を盛岡城から三戸城へ移転させた年代と、これにとも
なう普請・作事の過程を、おもに同時代史料の南部利直書状から明らかにした。
三戸城の普請の「鍬初」は元和元年と推定され、同四年には一定の
施工が完了していたと考えられる。普請とは、石垣の築造のことで、根石・土手・雁木・栗石・角石など、高度な技術が導入されていた。また、複数名の「普請奉行」の下に、それぞれ三〇人を単位とする集団（ 「同心」 ）が配属されていた。元和・寛永前期、盛岡藩領各所 城郭で行なわれていた石垣普請には、給人や「百人組」らを派遣し合うシステムが構築されており、そこで用いられていた技術と集団が 三戸城の石垣普請に用いられていた。石垣普請に精通し 南部利直がこれを組織的に指揮して た。
石垣普請を踏まえ、元和五年には重臣妻子の三戸城内への居住が行
なわれた。そして、翌六年十二月二十一日、利直の移徙が行なわれ、以後寛永七年三月まで 三戸城が利直・利康父子の居所であっ ことが確認される。
三戸城移徙後の翌元和七年から、利直は作事の指示を出し始めた。
同年、黄金橋の擬宝珠の鋳造が行なわれ、同九年に架橋が完了した。また、寛永三年までに、東氏の屋敷とその縁辺部の土塁が完成するとともに、 からは、本丸の広間および櫓の作事と、東氏屋敷下の清水の造成が始められた。同五年には「御門」の建造が 同七年には御末の建造が済んでいた。 までに、城内各所の作事は完成していたと推定される。
以上が、本稿で明らかにした内容である。なお、寛永七年三月以降
の三戸城の動向や、次の居城とされる郡山城（現岩手県紫波町） ・盛岡城への移転年代等については 時代史料がほとんど現存しないた
一四
め、触れることができなかった。今後の課題としたい。
三戸城跡は、平成十六年（二〇〇四）度から三戸町教育委員会によ
り本格的な学術調査が始められ、
平成二十九年（二〇一七）度には
国史跡指定へ向けて「三戸城跡保存整備検討委員会」が設置されたこの取り組みのなかで、重臣屋敷や「本丸」等の発掘が行なわれ、また「大御門」の礎石・石垣 「谷丸」付近の石垣など、大きな発見が相次いでいる。今後は、こうした考古学上の成果と歴史学を結合させた分析が望まれ〔注〕⑴
　
「元和五年」説は『盛岡砂子』 （ 『南部叢書（一） 』歴史図書社、一九七〇年、三八五～三八六頁） 、 「岩手県立図書館所蔵」 『宝譜伝萬茎』 、 「元和年中」説は「新田恵美子氏所蔵」 『新田家伝記』 （ 『青森県史
　
資料編
　
中世１
　
南部氏関係資料』青森県、
二〇〇四年、四八四、 三〇八頁、以下同書は『青森県史
　
中世１』と略記） 、 「寛永
の始頃」説は「もりおか歴史文化館所蔵」 『三戸御古城之図』 （ 『青森県史
　
中世１』
口絵写真） 、 「寛永之頃」説は『郷村古實見聞記』 （ 『南部叢 四一九七一年、一一二頁） 。
⑵
　
三戸城への移転については、 利直が在城したと推定される元和６年～９年
（１６２０～２３）のころ」 （小井田幸哉『三戸城
　
改訂版』三戸町観光協会、初版
一九六五年、一二頁） 「元和年中（一六一五─二四）の盛岡の水害時には当城が時居城となり（盛岡砂子） 、寛永初 頃にも居 として使わ た」 （ 『日本歴史地名大系２
　
青森県の地名』平凡社、一九八二年、六一頁）と、記述されてきた。近世の
歴史書にもとづく推定で、現段階でも近世三戸城 対する認識 、こ 段階にとどまっている。
⑶
　
〔図１〕の出典は、以下の通りである。 『岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』 （岩手県教育委員
会、一九八二年） 、 『新訂増補
　
國史大系
　
第三十九巻
　
徳川實紀
　
第二篇』 （吉川
弘文館 六四年） 、 「岩手県立図書館所蔵」 『宝翰類聚』 （ 『青森県史
　
中世１』 ） 、
『青森県史
　
資料編
　
近世１
　
近世北奥の成立と北方世界』 （青森県、二〇〇一年） 、
「もりおか歴 文化館所蔵」 『系胤譜考』 、 『新編八戸市史
　
中世資料編』 （八戸市、
二〇一四年、以下『新編八戸市史』と略記） 、 『新訂
　
本光國師日記』 （第三～六、続
群書類従完成会 一九六八～一九七一年） 、 『南部藩
　
参考諸家系図』 （第一～五巻、
国書刊行会、一九八四～一九八五年） 、 『大日本近世史料
　
細川家史料一』 （東京大学
史料編纂所、一九六九年） 、 『聞老遺事』 （ 『南部叢書（二） 』歴史図書社、一九七〇年） 。
⑷
　
『宝翰類聚』 （ 『青森県史
　
中世１』六七五―一〇三） 。なお、本稿で用いる同書所収
史料の様式・文字については、すべて原本の写真で校正した。
⑸
　
『系胤譜考』 。
⑹
　
『南部藩
　
参考諸家系図
　
第一巻』一九二頁。
⑺
　
「神武男氏所蔵文書」 （ 『岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』一〇七） 。
⑻
　
「もりおか歴史文化館所蔵」 （ 『岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』二八三） 。なお、様式・文字
については、同書の巻末掲載写真により校正した。
⑼
　
「岩手大学附属図書館 ・浜田文 」 。
⑽
　
『南部藩
　
参考諸家系図
　
第一巻』三三二頁、 『陸奥盛岡南部家譜』 （東京大学史料
編纂所所蔵）など。な 、利直は書状で、利康の幼名を「さる」と記している。
⑾
　
慶長十一年（一六〇六）の江戸普請時の石垣築造 ついて、 「百人持之石」が記されている（ 『史籍雑纂
　
當代記』続群書類従完成会、一九九五年、九五頁） 。
⑿
　
「四戸久助氏所蔵文書」 （ 『岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』二七九） 。なお、本史料は、「も
りおか歴史文化館所蔵」 （ 『國統大年普』 ）で校正した。
⒀
　
「南部光徹氏所蔵文書」 『新編八戸市史』八七六） 。
⒁
　
『新編八戸市史
　
通史編Ⅰ
　
原始・古代・中世』 （八戸市、二〇一五年、第四章〈筆
者執筆担当〉 ）五〇六～五〇八頁。
⒂
　
後掲〔史料
19〕寛永七年三月二十九日・南部利直書状写の尚々書によれば、利直の嫡
子として当時江戸在府中の南部重直（山城守 の居所が 「おうへ」と記されている。
⒃
　
『系胤譜考』 。
⒄
　
「三戸町所蔵」 。本絵図に描かれ 三戸城内の屋敷割は、近年の同城跡 発掘や現地調査の結果、かなり正確なものであることが実証されている（ 三戸町埋蔵文化財調査報告書
　
第
13集
　
三戸城跡
　
―平成
16～
25年度
　
調査報告―』三戸町教育委
員会、二〇一四年） 。
⒅
　
元和・寛永前期の奥瀬家の当主は、 〔史料７〕の宛 「奥瀬内 直定）であり、「与七郎」は直定の前当主重賢に比定される（ 『南部藩
　
参考諸家系図
　
第一巻』
三九六～三九七頁） 。本絵図に記されている人名（仮名）は、不正確なものと考えられる。
一五
元和・寛永前期の三戸城
　─
 南部利直の移徙と普請・作事
 ─
－82－
一七
⒆
　
「東北大学大学院文学研究科日本史研究室所蔵・鬼柳文書
65」 。なお、本史料は、 『史
料が語る和賀氏の時代』 （北上市立博物館、二〇一二年、三二頁）掲載写真により翻刻。
⒇
　
鬼柳義満は、寛永十年（一六三三）に鹿角郡の「道橋」の修繕を、正保四年（一六四七）には岩手郡沼宮内周辺の「道橋つくろい御目付」を担当している（前掲注⒆『史料が語る和賀氏の時代』四七～四八頁、五五頁） 。

　
元和二年（一六一六）九月十九日・南部利直黒印状（ 「岩手大学附属図書館所蔵・浜田文書」 『岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』一三八） 、寛永四年（一六二七）六月十一日・桜
庭直綱・野田直盛・小笠原直吉連署書状（ 『北上市史
　
第四巻
　
近世⑵』北上市史刊
行会、一九七三年、一 三） 。

　
「三戸町所蔵・県重宝
　
青銅擬宝珠」 （ 『青森県の文化財』青森県教育委員会、
一九九七年、一六二頁）掲載写真により翻刻。

　
「東京大学史料編纂所所蔵」 『三翁昔語』 （ 『新編八戸市史 八八一） 。

　
「南部光徹氏所蔵文書」 （ 『新編八戸市史 九二二） 。

　
『宝翰類聚』 （ 『青森県史
　
中世１』六七五―五二） 。

　
「南部光徹氏所蔵文書」 （ 『新編八戸市史』九二五 。

　
「寛永二年極月二十五日・南部利康黒印状 （ 「五戸町図書館所蔵・木村文書」 『青森県史
　
中世１』六二六） 、後掲〔史料
14〕寛永三年二月二十五日・南部利康黒印状。

　
「寛永四年三月十七日・南部利直知 目録 「南部光徹氏所蔵文 」 『新編八戸市史』九〇一） 。

　
前掲注⒁『新編八戸市史
　
通史編Ⅰ
　
原始・古代・中世』五一六～五一八頁。

　
「岩手大学附属図書館所蔵・浜田文書」 。

　
『宝翰類聚』 （ 『青森県史
　
中世１』六七五―三五） 。

　
前掲注⒁『新編八戸市史
　
通史編
　
原始・古代・中世』五一六～五一八頁。

　
元和・寛永前期の東家の当主は直次（仮名 彦七郎」 ）であり、 「彦左衛門」はその父直義である。奥瀬氏の場合と同様、本絵図の人名（仮名 は、不正確なものと考えられる。

　
『宝翰類聚』 （ 『青森県史
　
中世１』六七五―三四） 。

　
「福岡県立図書館所蔵」 。

　
「川嶋亮太氏所蔵・野田家文書」 （ 『青森県史
　
中世１』五八八） 。なお、 『岩手県史
　
第五巻
　
近世篇２』 （岩手県、一九六三年、一七八頁）の掲載写真により黒印（南
部利康） ・様式・文字を確認した。

　
「梅内家文書」 （ 『新編八戸市史』八七二） 。

　
「戸来多門院 岩手県戦国期文書
　
Ⅰ』二三二） 。

　
寛永七年三月四日、南部利直は江戸の馬場で鷹狩りをしていた（前掲注⑶『新訂
　
本光国師日記』寛永七年三月六日条） 。同書 の鷹狩りにつ ては後述。

　
『宝翰類聚』 （ 『青森県史
　
中世１』六七五―三八） 。

　
『新訂増補
　
国史大系
　
第三十九巻
　
徳川實紀』四七八頁。

　
前掲注⒄『三戸町埋蔵文化財調査報告書
　
第
13集
　
三戸城跡
　
―平成
16～
25年度
　
調査報告―』 。
［付記］　　
三戸城跡の現状および発掘成果、絵図等について 戸町教育委員会の野田尚志氏に御教示いただきました。記して謝意を申し上げます。
一六
